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１０月 16 日（木）、17 日（金）に松江市「島根県民

会館中ホール」において「2014 ため池フォーラム in ご

縁の国しまね」 ため池の古（いにしえ）から未来を考え

る！ が開催されました。県内外から関係者約 470 名の

参加があり、活動組織からは４１組織８３名が参加されました。 

16 日の本会議では、農林水産省から美しい景観や歴史・文化などを育んできたため池を後世に

残すためにどのような視点で防災減災対策を進めるべきか報告があり、続いて NPO 法人出雲学研

究所理事長藤岡大拙氏による「“出雲風土記”のなかのため池」と題した基調講演が行われ、“風土

記”には灌漑用のものと思われる池が 23 箇所が記載され、千年後の江戸時代中期の“雲陽誌”には

風土記時代のおよそ 10 倍に当たる 239 箇所の池が記載されていることなどを出雲弁を交え紹介

されました。 

その後、海
う

潮
しお

地区振興会会長の加本恂二氏と（公財）ホシザキグリーン財団の越川俊樹氏から、

平成 21 年度全国ため池百選に選ばれた「うしお沢池」（雲南市大東町）の地域をあげた維持管理

や地域資源保護、生態系回復と環境保全に向けた取り組みについて、次に安来市土地改良区理事長

石倉刻夷氏から、中海干拓安来工区調整池水面を利用した太陽光発電について、最後に島根県の農

業用ため池の整備・保全についてそれぞれ事例発表がありました。 

17 日には、事例発表のあった「うしお沢池」、「中海干拓干拓調

整池」を 2班に分かれての見学会が開催されました。 

ため池は、古くから農業水利や地域防災としての役割を果たしてい

ますが、近年では農業・農村を取り巻く環境の変化から、山間地での

耕作放棄地の増加傾向とともにため池の適切な維持管理がされなくな

るなどの問題も発生しています。 

今回のフォーラムは、ため池本来の目的や維持管理の重要性を再確

認し、生物の生息の場、あるいは地域住民の憩いの場、自然エネルギ

ーの発電施設などため池の多面的利用の可能性について知見を広める

有意義な会となりました。 

参加された組織の皆さん、大変お疲れ様でした。 



 

 

 

 

 

 

 

 

私たち万田環境保全協議会は、旧平田市の市街地より北へ約５㎞に位置し、風力発電の風車が間近

に見えるところです。約 30ha の農用地を対象として戸数約１００戸７町内会により多面的機能支払

交付金に取り組んでいます。 

兼業農家が多い当地では、就農者の高齢化、後継者不足が課題となっており、これからどのように

地域を守っていくかを、多面的機能支払へ移行するに当たり地域で話し合いました。そして遊休農地

を出さないよう「草刈り部隊」を結成し、耕作者が亡くなられた農地やため池の草刈り、側溝の泥上

げ、秋のセイタカアワダチソウの駆除を行うことにしました。 

平成１９年度からの取組みは地域に根ざし、活動に守られた農地は今年も無事に実りの秋を迎えて

います。私たちはこれからも地域の皆さんと協力し活動を続け、みどり豊かなふるさとを次世代へ引

き継いで行こうと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  

  

活動事例紹介 

草刈り部隊の活動 

町内会の活動 



 

 

 

 

 「平成 26 年度多面的機能支払制度中国四国シンポジウム in 

しまね」が開催されます。 

     日時：平成 27年 2月 5日(木) 

     場所：松江市くにびきメッセ 国際会議場 

 詳細につきましては、来月号のネットワーク通信でお知らせします。 

 

 

 

 

  

 

 多面的機能支払交付金への移行に伴い、「地域資源の適切な保全管

理のための推進活動」を追加活動申請書へ記載していただきました。 

 推進活動は、毎年度実施していただく活動です。 

 多くの活動組織では、「農業者による検討会の開催」を選択されて

いました。検討会の日時、出席者、検討会の内容などを書きとめてお

きましょう。 

 

 

 

 

 

資源向上（長寿命化）に取り組んでいます。 

① 1年目に測量設計のみを行い来年度以降に工事を実施して良いでしょうか。 

② 今年度 U 字溝の製品のみ購入し、来年度施工をする実施計画は認められますか。 

Answer ① 初年度に一括して、調査設計業務を行い、次年度以降に計画的に施工すること 

は可能です。 

② 今年度資材を購入し、来年度に工事を実施することは可能です。 

なお、購入した際にはその数量を確認し適切な場所に保管をし 

次年度にはなるべく早く工事にかかりましょう。 

 

  

平成 25 年度広島会場 



 

 

～多面的機能支払交付金に関することは～ 

◆島根県農地・水・環境保全協議会 

〔事務局〕水土里ネット島根  Tel 0852-32-4141 Fax 0852-24-0848 

http://www.nouchimizu-shimane.jp 

◆島根県農林水産部農村整備課資源保全スタッフ     Tel 0852-22-6262 

http://www.pref.shimane.lg.jp/industry/norin/nougyo/kojo_taisaku/ 

◆又は最寄りの各市町村担当課までお問合わせ下さい。 

★お知らせ★ 
 協議会ホームページに、「活動記録」、「金銭出納簿」、「実績報告書」の様式が 

アップされています。ご活用ください。 

★今月の予定★ 

１１月６日(木)、７日（金） 活動計画相談会（津和野町） 

１１月２０日（木）、２１日（金） 活動計画相談会（江津市） 

 

 

 

 

 
ネットワーク通信第 8３号で活動事例を紹介させていただいた鳶巣環境

保全協議会のタペストリーが出来上がり、鳶巣コミュニティーセンターのブ

ログに掲載されています。 

高齢者と子供たちで作った綿を、有志の方

で黄色の花びらに入れ、大きな作品に仕上が

っています。 

タペストリーは、10 月末の「秋の鳶巣まつ

り」で展示され、多くの人たちが足を止めて作

品のすばらしさに感心されていました。 
 

 

みんなを結ぶタペストリー 

協議会事務局 

上荒島環境保全団体(安来市） 

きれいな作品が出来上がり

ましたね。活動のシンボル

として大切にしてくださ

い。 

活動事例募集中！ 
あなたの組織の活動をネットワーク通信で紹介してみませんか。組織の紹介でも構いません。 
「原稿を書くのはどうも・・・」と思われれば、お話を伺ってこちらで記事をまとめます。 

「ウチの活動を紹介してみよう」と思われる方は、まずはお気軽にお電話ください。 

TEL（0852）32-4141、メール shigenhozen@shimanedoren.or.jp 
水土里ネット島根「ネットワーク通信」係まで 

島根県農地・水・環境保全協議会 検 索 

～担当者の声～ 

新年度になって半年が過ぎてしまいましたが初めて投稿します。今年は夏の長雨の影響で紅葉はあるのか心配し

ていましたが、山々の広葉樹は見事に赤や黄色に染まってくれました（秋空に感謝）。近頃、クルマで走っている

と、神社の周りに村祭りの白いのぼり旗を見かけます。子供の頃のようにワクワクすることもありませんが、「今

年も祭がやってきたな・・・」と感じる、いつまでもあってほしい、私が一番好きな光景です。 

新制度については、期間が長いとかやる人がいないとか地域にとって様々な問題がありますが、活動組織の皆さん

には無理のない計画で、長く続くようお願いするばかりです。（協議会 Ｓ） 


